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処遇は、性犯罪者の再犯（累犯）率を減少させるこ
とができる。しかし、性犯罪者処遇の一般的な有効
性を結論づけるには、個別の研究結果に異なる点が
多すぎる。 

性犯罪者への処遇は再犯を減少させるが、効果的な介入を 
特定するには、さらなる検討が必要である 

このレビューは何についてのものか？ 
再犯を減少させるための性犯罪者処遇プログラムは、
当該犯罪者集団に対する統制の一環として、多くの
国で実施されている。しかしながら、その有効性に
関しては、なお論争のあるところである。 
 
このレビューは、処遇を受けた性犯罪者グループと
等質なコントロール・グループとの比較を行った7
の実験的・21の準実験的研究の結果を統合したもの
である。これらの研究では、処遇を受けた性犯罪者
が、再度の性犯罪および他の犯罪行為において、コ
ントロール・グループと異なるのかどうかが検証さ
れた。 
 
このレビューの主たる発見はどのようなものか？ 
どのような研究が含まれるのか？ 
ここに含まれる研究は、処遇を受けた性犯罪者と、
個別の処遇を受けていない性犯罪者の公式再犯率を
比較したものである。準実験的研究は、適切なマッ
チングの手続きが用いられている場合、すなわち付
随的な割り付けがバイアスを持ち込むことがないと
き、またはそれらが潜在的なバイアスに対して統計
的にコントロールされているときにのみ含まれる。
処遇は、再犯率の低下を明確なねらいとしていなけ
ればならない。 
 
レビューは、27の研究を要約しており、ここには条
件を満たした29の処遇ありグループとコントロー
ル・グループとの比較、さらに処遇あり4,939名と
処遇なし5,448名の性犯罪者データが含まれている。
この研究は、複数の国からのものであるが、その半
分以上は、北アメリカで行われたものである。基準
を満たす比較研究はすべて、社会心理的処遇（主に
認知行動療法）を評価している。薬理学的処遇とホ
ルモン処遇については、レビューに含まれるための
基準を満たす研究はなかった。 
 

性犯罪者に対する認知行動療
法は、再犯を減少させる見込
みがある 

このレビューのねらいは何か？ 
このキャンベル系統的レビューは、再犯を
減少させるための性犯罪者処遇の有効性と、
処遇の成功に影響する要因を検証している。
レビューは、27の有効性評価から得られた
エビデンスを要約している。 
 



Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

処遇は性犯罪者の再犯を減らすのか？ 
概して、処遇ありグループには、再犯率に有意な減
少がみられた。性犯罪の再犯に対するオッズは、コ
ントロール・グループと比較して処遇ありの方が
1.41低かった。これは性犯罪の再犯率が、処遇なし
の者では13.7パーセントであるのに対し、処遇あり
の者では10.1パーセントであることに相当する。一
般的な再犯の平均レートはもっと高いが、処遇に
よっておおよそ4分の1の減少が同じようにみられた。 
 
個々の研究結果は、かなりの程度異なっており、そ
れは個々の研究の特徴がアウトカムに強い影響を与
えていたことを意味する。方法論的な質は、効果量
に対して有意な影響を与えなかった。認知行動療法
のみならず、研究サンプルが小さいこと、対象の犯
罪者のリスクが中程度から高度であること、処遇が
より個別化されていること、記述的な妥当性が優れ
ていることが、より大きな効果を示していた。様々
な背景状況の間には、有意な差異はみられなかった。
コミュニティおよび司法病院内で行われた処遇には
有意な効果が認められたが、刑務所内での性犯罪者
処遇の有効性に関しては、結論を出すための十分な
エビデンスは、今のところみとめられていない。 
 
 
このレビューの知見は何を意味するのか？ 
概して、発見された事実は有望ではあるが、性犯罪
者処遇の有効性について、全体として肯定的な結論
を出すには、個々の研究結果の間にあまりにも異な
る点が多い。処遇の基盤に認知行動療法を用いるこ
とは、相対的に良い可能性を秘めているが、被処遇
者のリスクや個別化された処遇の採用といった他の
特徴が、処遇の成功に有意な影響を与えている。 
より記録がなされた無作為化試験と高品質な準実験
が、とりわけ北アメリカ以外においてなされる必要
がある。加えて、より細分化した手続きとアウトカ
ムの評価が必要である。無作為対象化試験のみを含
むものとした。 
 
エビデンス・ベースは37の研究をカバーしている。
33の研究はアメリカ合衆国から、3の研究が英国か
らのものであり、１の研究は出所不明であった。 
 

 
このレビューはどのようにして更新される
のか？ 
現在の分析のための研究プールは、2005
年公表のレビューに由来する2039もの資
料という広範な探索に基づいており、また
これは2010年までに公刊された研究をカ
バーするためにアップデートされている。
より最近の研究は、付録において評価され
ているが、ほとんどがわれわれのレビュー
と類似した結果を示している。このキャン
ベル系統的レビューは、2017年7月に公表
されたものである。 
 
キャンベル共同計画とは何か？ 
キャンベル共同計画とは、系統的レビュー
を公表する、国際的、任意的、非営利的な
研究ネットワークである。われわれは、社
会科学や行動科学の領域における取り組み
のエビデンスの質を要約し、評価している。
われわれの目的は、人々のより良い選択と
より良い政策決定を支援することである。 
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